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今
年
１
月
、
岸
田
首
相
は
「
異
次
元

の
少
子
化
対
策
」
を
ぶ
ち
あ
げ
ま
し
た

が
、
必
要
な
財
源
の
３
兆
円
は
先
送
り

で
す
。
今
や
苦
し
紛
れ
で
１
兆
円
の
税

収
を
公
的
医
療
保
険
料
の
上
乗
せ
を
狙

い
、
国
民
一
人
当
た
り
月
額
５
０
０
円

か
ら
１
０
０
０
円
の
負
担
の
検
討
に
入
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
決
定
し
た
軍
事
費
の
倍

増
で
は
、
財
源
を
増
税
に
求
め
、
２
０

２
４
年
度
か
ら
は
一
人
当
た
り
１
０
０

０
円
の
「
森
林
環
境
税
」
や
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
を
66
万
円
か
ら
73
万
円
に

引
き
上
げ
る
な
ど
、
岸
田
内
閣
は
財
源

を
様
々
な
名
目
を
つ
け
国
民
負
担
で
乗

り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
財
源
不
足
に
も
関
わ
ら
ず
、

米
国
の
た
め
の
軍
事
費
倍
増
、
税
金
を

ド
ブ
に
捨
て
る
よ
う
な
大
阪
万
博
（
２

０
２
５
年
４
月
～
10
月
）
を
開
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
施
策
は
財
界

は
喜
び
ま
す
が
、
庶
民
に
は
苦
痛
な
生

活
を
強
い
る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
野
党
の
日
本
維
新
の
会
・
馬

場
伸
幸
代
表
は
「
第
１
自
民
党
と
第
２

自
民
党
の
改
革
合
戦
が
政
治
を
良
く
す

る
」
と
し
、
自
ら
「
第
２
自
民
党
」
を

め
ざ
す
と
発
言
。
「
維
新
の
会
」
や

「
国
民
民
主
党
」
の
動
向
は
岸
田
政
権

の
補
完
政
党
と
な
り
、
庶
民
の
思
い
は

届
き
ま
せ
ん
。

衆
議
院
選
挙
は
来
年
で
す
。
生
活
と

平
和
へ
の
賢
明
な
選
択
の
年
で
す
。

軍拡と増税の岸田内閣～少子化対策は進まず

２
０
２
１
年
10
月
に
発
足
し
て
か
ら
２
年
有
余
の
岸
田
内
閣
は
当
初
、
「
聞
く

力
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
が
、
そ
の
場
限
り
、
言
葉
だ
け
の
ば
ら
ま
き
の
八

方
美
人
、
そ
の
欺
瞞
さ
が
見
抜
か
れ
、
八
方
塞
が
り
の
状
態
で
す
。
今
や
支
持

率
は
20
％
代
と
な
り
、
さ
す
が
自
民
党
か
ら
批
判
が
で
る
始
末
で
す

こ
れ
以
上
の
大
軍
拡
と
庶
民
生
活
へ
の
犠
牲
の
転
嫁
は
許
せ
ま
せ
ん
。

格
差
と
貧
困
は
30
年
間
放
置
の
ま
ま

更
に
庶
民
の
税
負
担
を
狙
う

核
兵
器
禁
止
締
約
国
第
２
回

会
議
が
11
月
27
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
、
国
連
本
部
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
対
し
政

府
は
不
参
加
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
」
の
被
爆
者
や
核
兵

器
廃
絶
を
願
う
声
を
再
び
裏
切

り
ま
し
た
。
今
回
の
会
議
は
核

兵
器
を
巡
る
緊
迫
し
た
情
勢
の

中
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・

ガ
ザ
地
区
へ
の
攻
撃
に
伴
う
核

兵
器
使
用
の
可
能
性
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
へ
の
戦
術
核
兵
器
の
配
備
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
は
核
兵
器
配

備
の
要
請
な
ど
、
米
ソ
冷
戦
後
の
大
き

な
リ
ス
ク
を
抱
え
、
深
刻
な
危
機
を
む

か
え
て
い
ま
す
。

改
め
て
核
兵
器
禁
止
条
約
の
世
界
的

な
意
義
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
会
議

に
は
締
約
国
で
な
い
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

の
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
20
カ
国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で

参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
被
爆
者
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
広

島
市
松
井
市
長
、
長
崎
市
の
鈴
木
市
長

ら
が
参
加
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
意
義

と
日
本
の
批
准
、
署
名
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
情
け
な
い
の

が
日
本
政
府
で
す
。
米
国
の
顔
色
を
伺

う
外
交
に
主
体
性
は
皆
無
で
す
。

核兵器禁止条約・あきれた！不参加の日本

言
葉
遊
び
で
政
治
を
翻
弄

維
新
も
国
民
も
補
完
政
党
化
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武
器
及
び
軍
事
技
術
の
輸
出
は
、
「
武

器
輸
出
三
原
則
」
及
び
「
政
府
統
一
見
解
」

に
よ
り
長
ら
く
堅
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
第
二
次
安
倍
内
閣
は
２
０
１
４

年
４
月
に
閣
議
決
定
で
武
器
輸
出
三
原
則

を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
と
呼
称
を

変
え
、
武
器
輸
出
を
５
つ
の
類
型
と
し
、

同
時
に
軍
事
産
業
基
盤
の
育
成
と
武
器
の

国
際
共
同
開
発
と
共
同
生
産
へ
と
方
針
転

換
を
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
10
月
に
は
、
政
府
は
防
衛

省
の
外
局
に
防
衛
装
備
庁
を
発
足
さ
せ
、

防
衛
装
備
品
の
開
発
・
取
得
・
輸
出
を
一

元
的
に
管
理
し
ま
し
た
。

加
え
て
２
０
２
２
年
12
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
安
保
３
文
章
（
国
家
安
全
保
障
戦

略
・
国
家
防
衛
戦
略
・
防
衛
力
整
備
計
画
）

に
よ
り
、
日
本
の
安
全
保
障
政
策
は
歴
史

的
大
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
が
け
経
団
連
は
２
０
２
２
年

４
月
に
「
防
衛
計
画
の
大
綱
に
向
け
た
提

言
」
で
政
府
の
防
衛
政
策
の
大
転
換
の
加

速
を
促
し
ま
し
た
。

岸
田
内
閣
は
２
０
２
３
年
６
月
に
「
防

衛
財
源
確
保
特
措
法
」
「
防
衛
力
産
業
強

化
法
」
を
制
定
し
、
武
器
の
生
産
と
武
器

輸
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
防

衛
産
業
は
、
２
０
２
２
年
で
は
三
菱
重
工

を
は
じ
め
７
社
が
プ
ラ
イ
ム
企
業
と
さ
れ
、

日
本
で
防
衛
産
業
に
携
わ
る
企
業
は
護
衛

艦
関
連
が
約
８
３
０
０
社
、
戦
闘
機
関
連

が
１
１
０
０
社
あ
り
ま
す
。

自
公
与
党
は
11
月
22
日
に
「
武
器
移
転

３
原
則
」
緩
和
の
案
を
示
し
ま
し
た
。
米

国
の
武
器
を
日
本
が
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
を

し
た
完
成
品
を
米
国
に
輸
出
可
能
と
し
た

も
の
で
す
。
ち
な
み
に
日
本
が
ラ
イ
セ
ン

ス
生
産
し
て
い
る
兵
器
は
迎
撃
用
「
地
対

空
ミ
サ
イ
ル
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
、
「
多
連

装
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
、
Ｆ
15
戦
闘
機
、

輸
送
ヘ
リ
「
Ｃ
Ｈ
47
」
、
弾
薬
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
兵
器
が
米
国
経
由
で
第
三
国
へ

輸
出
さ
れ
、
紛
争
当
事
国
の
手
に
わ
た
れ

ば
日
本
製
の
兵
器
が
戦
場
で
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
自
公
両
党
は
イ

ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
共
同
開
発
中
の
日

本
の
次
期
戦
闘
機
を
第
３
国
に
も
直
接
輸

出
可
能
に
な
る
案
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
政
府
は
６
月
に
２
０
０
社
の
新
興

企
業
を
対
象
に
軍
需
産
業
へ
の
参
入
促
進

の
会
合
を
持
つ
な
ど
、
兵
器
産
業
基
盤
の

テ
コ
入
れ
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
防
衛
産
業
の
活

性
化
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
三
菱
電
機
は

兵
器
関
連
の
従
業
員
を
３
年
間
で
１
０
０

０
人
、
三
菱
重
工
は
３
年
間
で
６
０
０
０

人
の
増
員
計
画
と
設
備
投
資
の
倍
増
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
「
専
守
防
衛
」
か
ら
「
敵
基
地

先
制
攻
撃
」
が
で
き
る
国
に
変
貌
し
、
今

や
武
器
輸
出
の
「
死
の
商
人
」
を
育
成
す

る
国
に
変
質
し
ま
し
た
。

武
力
で
は
平
和
は
創
れ
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
「
非
戦
・
非
武
装
」
こ
そ
現

実
的
な
選
択
肢
で
あ
り
、
そ
の
声
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

岸
田
内
閣
は
「
台
湾
有
事
」
な
ど
の
「
危
機
」
を
意
図
的
に
煽
る
中
、
日
本
の
安

全
保
障
政
策
を
今
や
軍
事
費
の
倍
増
、
軍
事
産
業
の
育
成
と
一
体
的
に
武
器
輸
出
を

解
禁
し
、
「
死
の
商
人
」
が
跋
扈
す
る
国
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ば
っ
こ

岸田軍拡-勢いづく軍需産業
武
器
輸
出
緩
和
の
岸
田
内
閣

日
本
の
兵
器
が
紛
争
国
へ

死
の
商
人
を
育
て
る
日
本
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